
令
和
三
年
九
月
二
十
九
日
（
水
）
第
五
十
八
回
平
和
公
園
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
献

体
の
塔
に
お
参
り
下
さ
い
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
平
和
公
園
ま
つ
り
で
は
、
平
和
公
園
会
理
事
の
僧
侶
の
皆
様

が
、
伊
勢
湾
台
風
殉
難
者
碑
は
じ
め
献
体
の
塔
な
ど
を
「
回
向
・
供
養
」
し
て
下
さ

い
ま
す
。

【
平
和
公
園
】

昭
和
二
十
二
年
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
の
一
環
と
し
て
市
内
に
点
在
す
る

二
七
九
寺
の
墓
地
を
移
転
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
に
は
墓
碑
の
移
転

も
完
了
し
平
和
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

千
五
百
本
の
桜
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
青
葉
若
葉
の
瑞
々
し
さ
、
紅
葉
黄
葉
の
舞

い
散
る
様
、
ま
た
、
冷
た
く
澄
ん
だ
青
空
な
ど
四
季
折
々
の
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

公
園
北
側
に
は
平
和
公
園
ア
ク
ア
タ
ワ
ー
、
献
体
の
塔
、
南
に
下
れ
ば
メ
タ
セ
コ

イ
ア
広
場
に
猫
ヶ
洞
池
が
あ
り
「
平
和
公
園
一
万
歩
コ
ー
ス
」
や
「
平
和
公
園
文
化

人
墓
碑
め
ぐ
り
」
等
を
楽
し
め
ま
す
。

平
和
公
園
ま
つ
り

桜の園一万歩コース

〈
千
種
区
Ｈ
Ｐ
よ
り
〉

春の風景猫ヶ洞池

献体の塔

回向・供養 玄室入口扉

医学・歯学の教育・研究のために献体し、目の不自由な方のために献眼する。― 1 ―
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僧
帽
筋
は
、
首
の
後
ろ
か
ら
背
中
に

拡
が
る
四
角
形
の
大
き
な
筋
で
す
。
僧

帽
と
は
、
仏
教
の
僧
侶
が
被
る
頭
巾
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
教
の
修
道

士
の
フ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。
普
段
は
肩

掛
け
と
し
て
用
い
、
反
転
さ
せ
る
と
頭

に
被
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

解
剖
学
用
語
に
は
、
世
界
共
通
の
学

名
（
ラ
テ
ン
語
）
が
あ
り
ま
す
。
僧
帽

筋
の
学
名trapezius

は
、「
台
形
の
筋
」

と
い
う
意
味
で
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本

語
名
と
学
名
で
全
く
意
味
が
異
な
り
ま

す
。
十
九
世
紀
に
学
名
が
定
め
ら
れ
る

ま
で
は
、
解
剖
学
書
に
よ
っ
て
異
な
る

名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
僧
帽

筋
は
、「
台
形
の
筋
」、「
フ
ー
ド
状
の

筋
」、「
テ
ー
ブ
ル
の
よ
う
な
筋
」
と
い

う
三
つ
の
名
称
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

『
解
體
新
書
』
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
記

さ
れ
た
「
フ
ー
ド
状
の
筋
」
を
「
僧
衣

筋
」
と
訳
し
て
い
ま
す
。
そ
の
改
訂
版

『
重
訂
解
體
新
書
』
で
は
、「
僧
帽
様
筋
」

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
が

弾
圧
さ
れ
て
い
た
鎖
国
の
時
代
、
宗
教

画
も
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
修
道
士
の
姿
が
伝
え
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
杉
田
玄
白
や
大

槻
玄
沢
ら
は
、
何
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
訳

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、「
修
道
士
と
は
，
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
一
派
・
カ
プ
チ
ン
会
で
あ

る
」
と
い
う
説
が
流
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
十
七
世
紀
頃
の
欧
州
の
解
剖
学

書
を
調
べ
て
も
、
単
に
「
僧
侶
の
帽
子
」

と
あ
る
だ
け
で
、
カ
プ
チ
ン
会
を
特
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
カ

プ
チ
ン
会
の
名
を
下
直
筋
（
眼
球
を
動

か
す
筋
）
に
付
し
た
解
剖
学
書
も
存
在

し
ま
す
。
我
が
国
の
明
治
期
の
解
剖
学

書
に
お
い
て
も
、「
僧
帽
形
を
呈
す
る
」

あ
る
い
は
「
ギ
リ
シ
ャ
の
修
行
僧
の
帽

子
に
似
て
い
る
」
と
い
う
記
載
は
あ
り

ま
す
が
、
カ
プ
チ
ン
会
と
は
書
い
て
な

い
の
で
す
。
明
治
期
以
降
、
ド
イ
ツ
医

学
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
語

で
フ
ー
ド
をK

apuze

、
カ
プ
チ
ン
会
を

K
apuziner

と
い
い
ま
す
が
、
似
て
い

る
た
め
に
誤
認
が
生
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

新
宮
凉
庭
は
、
僧
帽
筋
に
「
烏
頭
筋
」

と
い
う
特
異
な
名
称
を
付
け
ま
し
た
。

烏う

頭ず

と
は
、
ト
リ
カ
ブ
ト
（
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
科
の
植
物
）
の
根
の
こ
と
で
、
乾
燥

さ
せ
る
と
カ
ラ
ス
の
頭
に
似
て
い
ま

す
。
花
は
、
舞
楽
の
舞
人
が
頭
に
被
る

鳥と
り

兜か
ぶ
とに
似
て
い
ま
す
。
凉
庭
は
、
僧
帽

筋
を
「
僧
侶
の
帽
子
」
で
は
な
く
「
鳥

兜
」
に
見
立
て
た
の
で
す
ね
。
ト
リ
カ

ブ
ト
は
、
根
に
ア
コ
ニ
チ
ン
と
い
う
毒

成
分
を
含
み
、
古
代
か
ら
矢
毒
と
し
て

用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
鎮
痛

作
用
や
強
心
作
用
な
ど
の
薬
効
も
有

し
、
漢
方
薬
に
配
合
さ
れ
て
い
ま
す
。

凉
庭
は
、
京
都
の
南
禅
寺
門
前
に
医
学

校
・
順
正
書
院
を
設
け
ま
し
た
。
現
在
、

国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
湯
豆

腐
店
・
順
正
の
京
懐
石
客
室
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ

た
ら
、
紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
湯
豆
腐
に

舌
鼓
を
打
ち
た
い
も
の
で
す
。

医
学
の
お
は
な
し

僧
侶
の
帽
子
の
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
医
科
大
学
解
剖
学
講
座

�

教
授
　
中
　
野
　
　
　
隆

ト
リ
カ
ブ
ト

作
図
：
鰐
淵
空

　
　
　
（
愛
知
医
科
大
学
４
学
年
次
）

出
典
：�

中
野
隆　

僧
侶
の
名
を
付
し
た
解
剖

学
用
語

－

僧
帽
筋
と
僧
帽
弁
の
由
来

と
変
遷

－

　
　
　

脳
神
経
内
科　

２
０
２
１
年
10
月
号

私どもは感謝のために献体・献眼する。 ― 2 ―
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コロナ禍はいつまで続くのですかね～。
皆様いかがお過ごしでしょうか。ワクチン接種はお済みでしょうか。
不老会のルーツを偲んで遠足に…。
第２回は、愛知池（東郷調整池）へ行くことになりました。
愛知用水の中間にある愛知池は、一周約7.4㎞の周回路が整備されており、ウオーキングや�
ジョギングなど多くの人々に利用されています。又、愛知県のボートのメッカとなっています。
今回は、半分の約４㎞をゆっくりと歩きます。そして、もっと歩きたい方は、更に（＋3.4㎞）
一周します。
皆様のご参加をお待ちしております。� 【幹事：杉山雄彦】

ウォーキングクラブのお知らせ

記

と　　き　令和３年11月18日（木）
集合場所　名鉄豊田線「米野木駅」午前10時集合
　　　　　（小雨決行予定）
お申込み　不老会事務局　電話 052-203-4580
締　　切　11月5日（金）

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。― 3 ―
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会
　
員
　
投
　
稿
　
　（
五
十
音
順
）

●
　
人
生
は
前
進
の
み
で
戻
り
な
し

�

一
宮
市
　
渥
美
　
栄
夫

●
　
こ
の
部
屋
で
介
護
の
秋
や
嘘
い
く
つ

�

東
浦
町
　
野
村
　
悦
子

　

投

稿

の

お

誘

い

コ
ロ
ナ
禍
で
お
家
時
間
が
た
っ
ぷ
り

　
片
付
を
し
て
い
た
ら
…
　

　
　
　
　
あ
ら
こ
ん
な
写
真
が
！

あ
れ
こ
れ
ゆ
っ
く
り
作
品
創
り

心
を
癒
し
て
く
れ
る
可
愛
い
ペ
ッ
ト
や

　
お
庭
を
彩
る
草
花
た
ち

懐
か
し
の
写
真
や

　
今
を
生
き
る
写
真

心
込
め
た
作
品
の
写
真
等

　
　
　
　
ぜ
ひ
お
送
り
下
さ
い

会
員
皆
さ
ん
で
分
か
ち
合
え
た
ら

　
ス
テ
キ
で
す
！！

長久手市　藤内美也子

　
令
和
三
年
度
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
名
古
屋

市
立
大
学
不
老
会
員
の
つ
ど
い
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

愛
知
県
で
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
皆
様
方
の

ご
健
康
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
学
生
と
の
懇
談
を
含
め

密
に
な
る
状
況
と
な
っ
て
し
ま
う
「
つ
ど
い
」
に
つ

い
て
は
、
残
念
な
が
ら
開
催
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
つ
ど
い
同
日
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
大
学

主
催
の
「
解
剖
感
謝
式
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
感
染

対
策
を
考
慮
し
、
ご
案
内
を
差
し
上
げ
た
御
遺
族
様

等
限
ら
れ
た
人
数
で
の
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
申
し

上
げ
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
が
克
服
さ
れ
皆
様
方
と

再
び
談
笑
し
合
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
う
と
共
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
名
古
屋
市
立
大
学
　
医
学
部
長

�

高
　
橋
　
　
　
智

　
不
老
会
名
古
屋
市
立
大
学
部
会
長

�

齊
　
藤
　
光
　
男

「
名
古
屋
市
立
大
学

　
　
不
老
会
員
の
つ
ど
い
」

　
　
　
　
開
催
中
止
に
つ
い
て

�

（
お
知
ら
せ
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

不
老
会
成
願
者
か
ら
角
膜
の
提
供
を
う
け
、
光
を
取

り
戻
し
た
方
か
ら
お
礼
状
が
事
務
局
に
届
き
ま
し
た
。

　
　
　
〇
　
瀬
戸
市
　
加
藤
　
政
代
　
様

高松宮殿下同妃殿下の御台臨
昭和60年4月11日

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。 ― 4 ―
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事務局からのお願い
☆ 住所変更届はお忘れなく ☆
皆様にご愛読されている会報誌「不老」は、毎年四回発行させて頂いておりますが、お送りし
た不老誌が「あて所に尋ねあたりません」として返送されてくることが近年多くみられます。
住所を変更される方は、事務局までおハガキ、お電話等でご連絡くださいますようお願いいた
します。

☆ ご家族の方へのお願いです ☆
会員の方がお亡くなりになり、ご家族の都合やその他の事情により、「献体することができず荼
毘に付した」という場合は、できる限り速やかに不老会若しくは「連絡カード」記載の連絡先ま
でご連絡くださいますようお願いいたします。

〈第588号よりお願いしました。〉

『創立60周年記念事業のチケット』はお持ちですか？ もう一度ご確認下さい。
★チケットをお持ちでない方はご入場頂けません。

『体温測定』はして頂けましたか？
★37.5度以上の方はご入場頂けません。

～お熱はないけれどなんだか調子が悪い～
★どうか無理をなさらずご自宅でお休み下さい。お大事にして下さい。

創立60周年記念事業にお出かけになる前に。

十分な感染予防対策に留意して開催いたしますので、
皆さまのご協力を何卒宜しくお願い申し上げます。

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。― 5 ―
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